
第
二
章

千
歳
の
気
候

第
一
節

気
象
観
測
の
沿
革

千
歳
市
の
今
日
を
考
え
る
と
き
、
支
笏
火
山
活
動
と
支
笏
湖
、
そ
の
後
の
恵
庭
岳
、

不
風
死
岳
、
樽
前
山
な
ど
の
火
山
活
動
や
支
笏
湖
か
ら
流
れ
出
る
千
歳
川
な
ど
を
抜
き

に
し
て
は
語
れ
な
い
。
こ
う
し
た
地
勢
や
風
土
が
気
候
特
性
を
決
定
付
け
、
植
生
に
も

大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
千
歳
市
の
地
理
・
地
勢
を
概
括
す
る
と
、
支
笏
火
山
が
噴
出

し
た
火
山
灰
や
火
砕
流
な
ど
が
堆
積
し
で
き
た
石
狩
低
地
帯
の
南
に
あ
り
、
ほ
ぼ
東
西

に
横
た
わ
る
細
長
い
地
で
あ
っ
て
分
水
域
を
な
し
て
い
る
。
市
の
東
半
分
は
早
来
丘
陵

ま
で
の
低
地
帯
、
西
半
分
は
支
笏
山
系
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
活
動
の
中
心
は
東
半
分

に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
多
様
な
地
形
、
風
土
も
一
律
で
な
い
千
歳
地
域
の
気
候
特
性
を
一
つ
の

観
測
点
デ
ー
タ
で
語
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
開
拓
使
に
よ
り
明
治
六
（
一
八
七

三
）
年
、
函
館－

札
幌
間
に
札
幌
本
道
が
開
通
す
る
と
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
人
々
が

千
歳
川
周
辺
に
住
み
始
め
十
三
年
に
な
っ
て
千
歳
郡
千
歳
村
外
五
ヶ
村
戸
長
役
場
が
千

歳
村
に
設
置
さ
れ
、
こ
こ
で
の
状
況
が
当
時
の
千
歳
地
方
の
一
般
的
な
気
象
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

北
海
道
に
お
け
る
気
象
観
測
は
、
明
治
初
頭
、
外
国
人
技
術
者
の
指
導
を
受
け
、
福

士
成
豊
が
英
国
人
ト
ー
マ
ス
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
の
気
象
観
測
を
引
き
継
ぐ
形
で
明
治
五

年
に
我
が
国
で
最
初
の
気
候
測
量
所
を
函
館
（
函
館
海
洋
気
象
台
の
前
身
）
に
設
置
し

た
こ
と
に
始
っ
た
。
次
い
で
九
年
に
北
海
道
開
拓
使
が
札
幌
農
学
校
（
北
海
道
大
学
の

前
身
）
で
米
国
人
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
イ
ラ
ー
が
は
じ
め
た
気
象
観
測
を
事
業
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
で
二
番
目
（
我
が
国
で
三
番
目
）
の
気
候
測
量
所
（
札
幌
管
区

気
象
台
の
前
身
）
が
で
き
、
十
一
年
か
ら
は
開
拓
使
民
事
局
が
北
海
道
の
気
象
業
務
を

統
括
・
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
政
府
に
よ
る
気
象
観
測
は
、
主
に
農
業
と
航
海
へ
の
利
用
を
目
的
と
し
て
お

り
、
府
県
が
自
主
的
に
測
候
所
を
設
置
し
て
、
国
の
気
象
事
業
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る

動
き
と
と
も
に
、
府
県
自
体
も
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
に
簡
易
な
気
象
観
測
所
を
配
置
し
て

農
産
業
や
治
水
工
事
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
動
向
も
出
て
き
た
。
北
海
道
の
場
合
、
開

拓
測
量
は
勿
論
の
こ
と
拓
殖
の
発
展
と
時
代
が
進
む
と
と
も
に
農
業
と
気
象
の
関
係
は

殊
の
ほ
か
重
要
視
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
種
々
の
文
献
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
道

庁
は
十
五
年
に
郡
役
所
、
戸
長
役
場
を
こ
の
簡
易
な
気
象
観
測
所
と
し
て
気
象
観
測
を

命
じ
て
お
り
、
二
十
一
年
に
は
全
道
で
測
候
所
を
含
め
一
二
三
が
指
定
さ
れ
、
一
日
二

回
（
十
時
と
十
四
時
）、
気
圧
、
気
温
、
風
向
風
力
、
天
気
な
ど
を
観
測
し
て
測
候
所

に
報
告
す
る
よ
う
通
達
し
て
い
る
。

明
治
二
十
六
年
七
月
中
旬
か
ら
北
海
道
庁
の
技
手
三
名
と
事
業
手
一
七
名
が
千
歳
原

野
な
ど
の
区
画
を
測
量
し
殖
民
地
の
選
定
を
行
い
、『
殖
民
地
撰
定
第
三
報
文
』
に
ま

と
め
て
い
る
。
同
報
文
に
は
、
島
松
、
漁
（
以
上
、
恵
庭
市
域
）、
長
都
、
千
歳
の
各

村
に
跨
る
千
歳
原
野
及
び
ケ
ヌ
プ
チ
川
と
コ
ム
カ
ラ
ベ
ツ
の
両
岸
に
横
た
わ
る
ケ
ヌ
プ

チ
（
剣
淵
）
原
野
の
気
候
な
ど
が
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

千
歳
原
野

千
歳
村
例
年
ノ
寒
暖
（
気
温
）
ハ
華
氏
平
均
五
十
二
度
五
（
一
一
・
四
℃
）、
最
高
八
十

八
度
五
（
三
一
・
四
℃
）、
最
低
十
六
度
（
マ
イ
ナ
ス
八
・
九
℃
）、
周
年
最
多
風
向
ハ
南

東
ニ
シ
テ
強
風
、
暴
風
モ
亦
其
方
向
ニ
多
シ
ト
云
フ
、
周
年
天
気
日
数
ハ
比
較
上
晴
日
多

ク
曇
日
少
シ
、
雨
雪
量
錆
稍
々
適
度
ニ
シ
テ
降
霜
薄
ク
、
初
雪
ハ
十
一
月
月
中
旬
乃
至
下

旬
、
終
雪
ハ
三
月
中
旬
又
ハ
下
旬
ト
ス
。

※
こ
の
頃
の
気
温
の
観
測
は
、
十
時
と
十
四
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
均
気
温
は
十
時
と

十
四
時
の
気
温
を
平
均
、
最
高
お
よ
び
最
低
は
十
時
、
十
四
時
の
気
温
か
ら
求
め
て
い

た
。

８
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水

害

融
雪
、
霖
雨
（
秋
の
長
雨
）
ノ
候
ハ
千
歳
、
漁
、
島
松
、
諸
川
多
少
漲
溢
シ
沿
岸
数
百
間

ヲ
氾
濫
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
殊
ニ
長
都
沼
近
傍
ハ
卑
湿
（
低
地
）
ニ
シ
テ
、
夏
季
ト
雖
モ
沼

地
ト
卑
湿
地
ト
ハ
殆
ン
ト
識
別
シ
難
シ
。

ケ
ヌ
プ
チ
原
野

気
候
ハ
千
歳
村
ト
大
差
ナ
シ
、
積
雪
ハ
毎
歳
二
尺
（
六
六
�
）
乃
至
三
尺
（
九
九
�
）
ニ

シ
テ
、
融
解
ノ
期
ハ
札
幌
ヨ
リ
稍
早
シ
ト
云
フ
。

水

害

融
雪
ノ
期
ハ
川
水
其
量
ヲ
増
シ
、
平
常
水
ヨ
リ
大
凡
四
尺
（
一
三
二
�
）
以
上
ニ
達
ス
ト

云
フ
、
故
ニ
河
畔
ノ
地
ハ
多
ク
氾
濫
ノ
害
ヲ
蒙
ル
ヲ
以
テ
、
家
屋
建
築
ハ
宜
ク
高
地
ヲ
撰

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

こ
の
報
文
か
ら
千
歳
村
で
明
治
二
十
六
年
以
前
か
ら
気
象
観
測
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
札
幌
と
千
歳
と
の
比
較
も
行
っ
て
い
る
。

北
海
道
庁
第
二
部
地
理
課
が
明
治
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
に
発
行
し
た
『
北
海
道

気
候
一
班

明
治
二
十
三
年
』（
北
海
道
内
の
図
書
館
を
検
索
し
た
結
果
、
函
館
市
立

中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
二
十
三
年
が
最
古
の
資
料
）
を
見
る
と
当
時
の
千
歳

郡
（
千
歳
村
、
漁
村
、
島
松
村
、
長
都
村
、
蘭
越
村
、
烏
柵
舞
村
）
に
お
け
る
観
測
所

は
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
千
歳
村
に
あ
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は

報
告
が
届
い
て
い
な
い
も
の
や
内
容
に
疑
問
が
あ
る
も
の
を
除
い
た
と
し
て
い
る
が
、

観
測
デ
ー
タ
が
安
定
し
て
く
る
の
は
明
治
末
期
か
ら
で
あ
る
。

本
表
ハ
北
海
道
中
未
ダ
測
候
所
ノ
設
置
ア
ラ
ザ
ル
地
方
ノ
郡
役
所
及
戸
長
役
場
ニ
於
イ
テ

昨
二
十
三
年
中
観
測
シ
タ
ル
気
象
ノ
結
果
ニ
シ
テ
各
地
気
候
ノ
一
斑
ヲ
示
ス
ニ
在
リ
。
然

レ
ド
モ
報
告
ノ
粗
密
一
様
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
更
ニ
各
測
候
所
ノ
観
測
略
表
ヲ
加
エ
比
較
ノ

便
ニ
供
ス
。（
明
治
二
十
三
年
現
在
で
の
北
海
道
内
に
あ
る
測
候
所
は
、
函
館
、
札
幌
、

根
室
、
襟
裳
、
寿
都
、
釧
路
、
上
川
、
網
走
で
あ
る
）

寒
暖
計
ノ
示
度
ハ
華
氏
ヲ
用
イ
而
シ
テ
其
平
均
ハ
十
二
ヶ
月
、
其
最
高
・
最
低
全
年
ノ
高

極
低
極
ト
ス
。
但
シ
測
候
所
外
ノ
最
高
及
最
低
温
度
ハ
多
ク
ハ
二
回
ノ
定
時
観
測
中
ヨ
リ

抽
出
シ
タ
ル
ガ
故
ニ
真
個
ノ
高
極
低
極
ニ
ア
ラ
ズ
。
○
風
力
ハ
一
日
最
強
ノ
年
総
計
ト

ス
。
○
風
向
ハ
最
強
風
力
ニ
対
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
其
年
総
計
ハ
最
強
風
力
ノ
年
総

計
ニ
超
過
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
。
○
天
気
ハ
午
前
十
時
午
後
二
時
ノ
二
回
ニ
之
ヲ
区
分
ス
。
○

測
候
所
ノ
風
力
ハ
毎
秒
佛
尺
ニ
シ
テ
其
風
向
ハ
毎
日
六
回
観
測
ノ
年
総
計
ト
ス
。
本
表
中

江
別
ハ
七
月
、
小
樽
、
積
丹
、
勇
払
、
泊
、
斜
古
丹
ハ
十
二
月
、
紗
那
ハ
十
、
十
一
、
十

二
月
及
襟
裳
ノ
風
力
ハ
欠
測
ト
ス
。

昨
二
十
三
年
末
測
候
所
ナ
キ
郡
役
所
十
六
ヶ
所
戸
長
役
場
九
十
七
ヶ
所
百
十
三
ヶ
所
ナ

リ
。
然
ル
ニ
本
表
ニ
記
ス
ト
コ
ロ
六
十
二
ヶ
所
ニ
過
ギ
ザ
ル
ハ
報
告
未
達
又
ハ
疑
シ
キ
報

告
ハ
之
ヲ
省
キ
タ
ル
ニ
由
ル
。

こ
の
簡
易
気
象
観
測
所
は
後
に
札
幌
管
区
気
象
台
の
区
内
気
候
観
測
所
と
し
て
引
き

継
が
れ
る
。
気
象
庁
は
、
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
か
ら
地
域
の
総
合
開
発
計
画

の
一
環
と
し
て
水
理
気
象
業
務
を
開
始
し
、
ま
た
、
こ
の
頃
に
多
発
し
た
水
害
の
対
策

と
併
せ
て
二
十
八
年
か
ら
水
理
水
害
緊
急
対
策
業
務
と
し
て
雨
量
観
測
・
通
報
を
行
う

観
測
所
を
整
備
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
十
四
年
に
は
農
業
気
象
区
ご
と
農
業
に

必
要
な
観
測
要
素
を
備
え
た
観
測
所
（
地
区
農
業
気
象
観
測
所
、
局
地
農
業
気
象
観
測

所
）
を
設
置
し
、
北
海
道
で
は
四
十
年
五
月
か
ら
毎
日
の
観
測
デ
ー
タ
が
テ
レ
ッ
ク
ス

で
気
象
台
に
集
め
ら
れ
た
。
支
庁
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
協
議
会
が
デ
ー
タ
利
用
を
は
じ

め
地
域
の
営
農
指
導
に
至
る
ま
で
効
果
的
に
運
営
し
て
き
た
が
、
農
業
政
策
の
転
換
に

伴
い
、
全
国
展
開
に
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
。
四
十
六
年
公
衆
電
気
通
信
法
の
改
正
に
伴

い
、
デ
ー
タ
通
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
観
測
所
を
全
面
的
に
整
理
統
合

し
て
、
ア
メ
ダ
ス
（
Ａ
Ｍ
ｅ
Ｄ
Ａ
Ｓ：

A
utom

ated
M
eteorological

D
ata
A
cqui-

sition
System

）
の
名
称
で
知
ら
れ
る
地
域
気
象
観
測
業
務
が
四
十
九
年
か
ら
運
用

さ
れ
て
き
て
い
る
。
平
成
十
八
（
二
〇
〇
七
）
年
か
ら
新
千
歳
空
港
で
の
気
象
観
測
も

第２章 千歳の気候
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ア
メ
ダ
ス
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

千
歳
市
民
憲
章
の
冒
頭
に
「
世
界
を
つ
な
ぐ

北
の
大
空
」
と
あ
る
。
千
歳
市
が
北

の
玄
関
と
し
て
発
展
す
る
源
流
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
千
歳
の
村
民
が
一

致
団
結
・
協
力
し
て
飛
行
場
を
手
造
り
し
、
小
樽
新
聞
社
（
北
海
道
新
聞
の
前
身
）
所

有
の
双
翼
飛
行
機
を
迎
え
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

と
き
の
飛
行
場
跡
は
現
千
歳
飛
行
場
内
の
、
新
千
歳
空
港
の
入
り
口
（
Ｊ
Ｒ
南
千
歳

駅
）
よ
り
手
前
の
国
道
３６
号
線
沿
い
に
位
置
す
る
。
こ
の
滑
走
路
の
方
向
が
千
歳
村
で

観
測
し
て
き
た
「
周
年
最
多
風
向
ハ
南
東
ニ
シ
テ
強
風
、
暴
風
モ
亦
其
方
向
ニ
多
シ
」

（『
北
海
道
気
候
一
班

明
治
二
十
三
年
』）
に
一
致
を
見
る
。
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年

千
歳
海
軍
航
空
隊
が
跡
地
を
拡
張
整
備
し
、
今
日
年
間
一
八
〇
〇
万
人
を
超
す
利
用
客

を
配
す
る
空
港
の
ま
ち
に
発
展
し
た
。
戦
後
、
進
駐
し
た
連
合
国
軍
（
米
軍
）
に
対
す

る
気
象
協
力
指
令
に
よ
り
、
二
十
一
年
に
千
歳
測
候
所
が
配
置
さ
れ
て
二
十
四
年
ま
で

協
力
を
行
う
。
二
十
六
年
に
民
間
航
空
事
業
の
再
開
に
伴
い
新
た
に
千
歳
航
空
測
候
所

が
創
立
さ
れ
、
空
港
の
拡
張
整
備
と
と
も
に
共
用
飛
行
場
か
ら
独
立
し
て
新
千
歳
空
港

の
平
成
期
の
姿
に
至
る
。

続
い
て
千
歳
市
民
憲
章
の
第
二
に
出
て
く
る
の
は
「
千
歳
川
の

清
い
流
れ
」
で
あ

り
、
ま
さ
に
千
歳
川
の
は
ぐ
く
み
で
あ
る
。
上
記
以
外
で
の
気
象
観
測
は
、
千
歳
川
に

関
連
し
て
次
の
主
な
事
業
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

千
歳
中
央
孵
化
場
（
現
・
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
さ
け
ま
す
セ
ン
タ
ー
千
歳
事
業

所
）明

治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
我
が
国
で
最
初
の
さ
け
ま
す
孵
化
事
業
が
伊
藤
一

隆
に
よ
っ
て
烏
柵
舞
で
開
始
さ
れ
、
水
温
、
気
温
、
天
気
、
風
向
風
速
な
ど
も
観
測
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
の
観
測
デ
ー
タ
は
現
存
し
な
い
。

支
笏
湖
の
湖
水
を
北
海
道
庁
の
所
管
と
し
、
三
十
三
年
一
月
よ
り
気
象
観
測
を
行
っ

た
と
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
十
一
年
に
札
幌
測
候
所
は
、
札
幌
運
河
の
河
川
航

行
の
た
め
に
水
位
測
定
も
行
っ
て
い
た
が
、
治
水
事
業
へ
の
利
用
に
伴
い
十
七
年
に
土

木
課
に
移
管
さ
れ
た
。
三
十
一
年
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
り

前
代
未
聞
の
洪
水
が
石
狩
川
で
発
生
し
、
同
年
十
月
に
道
庁
内
に
設
置
さ
れ
た
北
海
道

治
水
調
査
会
を
岡
崎
文
吉
が
率
い
て
、
三
十
二
年
五
月
よ
り
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。

石
狩
川
の
支
流
を
含
め
多
く
の
地
点
で
水
位
観
測
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
支
笏
湖
か
ら

流
水
す
る
の
は
千
歳
川
が
唯
一
で
あ
り
、
こ
の
洪
水
を
契
機
に
始
ま
っ
た
治
水
事
業
の

一
環
で
は
な
い
か
と
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
十
二
年
か
ら
の
千
歳
中
央
孵
化
場

で
の
観
測
は
、
現
在
、
北
海
道
開
発
局
石
狩
川
開
発
建
設
部
千
歳
川
河
川
事
務
所
が
所

管
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
以
前
の
観
測
デ
ー
タ
は

見
つ
か
ら
な
い
。

王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場
千
歳
第
一
発
電
所

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
大
橋
新
太
郎
他
七
名
に
よ
り
北
海
道
庁
長
官
に
「
烏

柵
舞
付
近
（
ナ
ッ
ソ
ウ
）
に
水
力
電
気
工
場
を
設
置
し
て
製
紙
製
材
等
の
事
業
許
可
」

を
出
願
し
て
い
る
。
四
十
三
年
七
月
十
三
日
か
ら
孵
化
場
の
上
流
（
水
明
郷
）
に
設
置

さ
れ
た
に
千
歳
第
一
発
電
所
か
ら
苫
小
牧
工
場
に
向
け
て
電
力
供
給
の
た
め
の
運
転
が

開
始
さ
れ
た
。
水
力
発
電
に
は
、
水
位
と
雨
量
の
状
態
が
不
可
欠
で
あ
り
八
月
二
十
三

日
よ
り
、
天
候
、
水
位
、
雨
量
の
観
測
が
「
雨
量
表

発
電
所
」（
中
扉
に
は
、「
千
歳

発
電
所

明
治
四
十
三
年
八
月
廿
四
日
ヨ
リ
始
ム
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
第
一
号
と
し

て
「
明
治
四
十
三
年
八
月
ヨ
リ
大
正
三
年
十
二
月
至
ル
」
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
王
子

製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場
動
力
部
動
力
課
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
途
中
の
記
録
は

行
方
不
明
で
あ
る
。
現
在
は
降
水
量
、
積
雪
、
降
雪
、
温
度
、
風
向
風
速
の
気
象
の
ほ

か
水
温
、
水
位
、
流
量
な
ど
の
観
測
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
周
辺
で
は
昭
和
十

五
年
か
ら
札
幌
管
区
気
象
台
管
内
の
観
測
点
「
支
笏
湖
」（
千
歳
市
字
水
明
郷
）
と
し

て
観
測
を
実
施
し
、
現
在
は
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
点
「
支
笏
湖
畔
」（
千
歳
市
支
笏
湖
温

泉
番
外
地
）
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

１０

第１編 自然と風土
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北
海
道
農
事
試
験
場
普
通
作
物
第
四
研
究
室

広
大
か
つ
風
土
を
異
に
す
る
北
海
道
の
農
業
の
改
善
発
達
を
図
る
た
め
に
、
明
治
三

十
四
（
一
九
〇
一
）
年
札
幌
農
学
校
付
属
と
し
て
北
海
道
農
事
試
験
場
を
琴
似
に
設
置

し
て
、
道
内
の
適
地
に
支
場
や
試
験
地
、
試
験
農
場
な
ど
を
配
置
し
、
一
定
の
方
針
に

基
づ
き
秩
序
あ
る
統
一
し
た
農
事
諸
般
の
試
験
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭

和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
胆
振
国
千
歳
郡
恵
庭
村
島
松
に
北
海
道
農
事
試
験
場
普
通
作

物
第
四
研
究
室
が
馬
鈴
薯
育
成
に
関
す
る
研
究
試
験
場
と
し
て
設
置
さ
れ
、
独
自
の
気

象
観
測
の
ほ
か
に
「
支
笏
湖
」
と
同
様
に
札
幌
管
区
気
象
台
管
内
の
観
測
点
「
島
松
」

と
し
て
区
内
あ
る
い
は
農
業
気
象
観
測
を
実
施
し
て
き
た
。
行
政
改
革
で
試
験
場
が
閉

庁
さ
れ
、
現
在
は
近
傍
に
設
置
さ
れ
た
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
点
「
恵
庭
島
松
」
へ
と
引
き

継
が
れ
て
い
る
。

気
象
観
測
は
、
こ
う
い
っ
た
事
業
に
付
帯
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
鉄

道
、
林
野
、
土
木
、
保
健
所
、
役
場
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
主
事
業
で
な
い
だ
け
に
デ
ー

タ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
気
象
庁
以
外
の
観
測
所

は
防
災
等
に
資
す
る
た
め
に
気
象
庁
へ
届
け
出
が
さ
れ
て
お
り
、
近
年
は
、
道
路
や
河

川
管
理
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
自
動
気
象
観
測
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
は

気
象
庁
に
も
集
め
ら
れ
て
ア
メ
ダ
ス
を
補
う
形
で
活
か
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節

気
候
の
特
性

第
一
項

気
候
の
変
遷

千
歳
の
詳
細
な
気
象
あ
る
い
は
気
候
に
つ
い
て
は
空
港
の
観
測
デ
ー
タ
を
用
い
て
次

項
以
降
で
述
べ
る
が
、
明
治
か
ら
現
在
ま
で
気
候
の
変
化
を
気
温
を
中
心
に
札
幌
、
千

歳
、
苫
小
牧
と
比
較
し
な
が
ら
み
て
み
た
い
。
千
歳
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
に
お
い
て

継
続
し
た
観
測
が
行
わ
れ
て
な
い
こ
と
に
加
え
て
欠
測
に
よ
る
デ
ー
タ
の
欠
落
や
観
測

デ
ー
タ
の
未
保
存
な
ど
で
単
純
に
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
各
地
点
と
も
場
所

が
変
遷
し
て
お
り
観
測
場
所
・
環
境
の
違
い
や
測
器
・
観
測
の
仕
方
・
統
計
処
理
の
違

い
な
ど
に
よ
り
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

千
歳
の
市
街
地
に
お
け
る
観
測
は
、
北
海
道
庁
の
簡
易
気
象
観
測
所
と
し
て
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
役
場
（
千
歳
神
社
付
近
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
札
幌
管
区
気

象
台
の
区
内
気
候
観
測
所
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
が
、
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年

に
観
測
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。
四
十
年
五
月
に
局
地
農
業
気
象
観
測
所
と
し
て
長
都

（
千
歳
市
長
都
一
六
七
番
地
）
に
て
観
測
が
再
開
さ
れ
た
が
、
四
十
九
年
十
月
に
再
び

観
測
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
市
街
地
で
は
観
測
所
の
設
置
は
な
く
観
測
は
途

切
れ
た
が
、
市
消
防
署
で
は
独
自
に
観
測
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）

年
以
降
の
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
航
空
測
候
所
で
の
観
測
は
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
市
街
地

の
南
東
約
六
�
に
位
置
す
る
空
港
で
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
気
温
に
つ
い
て
は
市
街
地

と
差
（
次
節
で
述
べ
る
が
空
港
の
方
が
低
い
傾
向
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
市
街

地
と
は
別
に
扱
う
こ
と
に
す
る
。

表
２－
１
に
北
海
道
庁
発
行
の
『
北
海
道
気
候
一
班
』
か
ら
抜
粋
し
た
明
治
二
十
三

（
一
八
九
〇
）
年
か
ら
二
十
七
年
ま
で
の
札
幌
、
千
歳
、
苫
小
牧
の
気
象
を
示
し
た
。

明
治
時
代
の
気
象
観
測
の
様
子
や
気
象
状
況
が
垣
間
見
え
る
。

第２章 千歳の気候

１１
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気
温千

歳
に
お
け
る
明
治
時
代
の
観
測
デ
ー
タ
は
、
断
片
的
に
し
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い

が
、
継
続
し
た
観
測
デ
ー
タ
が
あ
る
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
か
ら
二
十
七
年
の

五
年
間
の
気
温
を
み
る
と
、

千

歳

十
時
気
温
の
五
年
平
均
は
一
一
・
一
℃

十
四
時
気
温
の
極
値
の
五
年
平
均
は
三
一
・
四
℃
（
一
般
に
こ
の
時
間

帯
に
最
高
気
温
が
出
現
す
る
）

同
じ
期
間
の
札
幌
、
苫
小
牧
は
、

札

幌

十
時
気
温
の
五
年
平
均
は
九
・
七
℃

最
高
気
温
の
極
値
の
五
年
平
均
は
三
二
・
七
℃

最
低
気
温
の
極
値
の
五
年
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
二
二
・
七
℃

苫
小
牧

十
時
気
温
の
三
年
平
均
は
一
〇
・
九
℃
（
明
治
二
十
三
年
、
二
十
五
年

除
く
）

十
四
時
気
温
の
極
値
の
三
年
平
均
二
九
・
一
℃

※
こ
の
頃
、
札
幌
は
測
候
所
（
気
象
官
署
）、
千
歳
お
よ
び
苫
小
牧
は
簡
易
気
象
観
測
所

明
治
の
観
測
は
測
候
所
と
簡
易
気
象
観
測
所
と
で
は
観
測
の
回
数
の
違
い
な
ど
に
よ

り
、
同
質
と
し
て
比
較
は
で
き
な
い
。
明
治
の
観
測
で
は
、
千
歳
、
苫
小
牧
は
十
時
と

十
四
時
の
二
回
し
か
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
観
測
値
か
ら
抽
出
し
て
い
る
。

札
幌
の
最
高
気
温
・
最
低
気
温
の
極
値
は
一
日
の
値
か
ら
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
十
時

の
気
温
で
比
較
す
る
と
千
歳
と
苫
小
牧
は
札
幌
に
比
べ
て
一
℃
以
上
も
高
い
が
、
近
年

の
デ
ー
タ
（
観
測
値
は
省
略
）
で
比
較
す
る
と
逆
に
千
歳
（
航
空
測
候
所
）
と
苫
小
牧

（
測
候
所＝

現
在
は
特
別
地
域
気
象
観
測
所
）
が
札
幌
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
の
千
歳
と
苫
小
牧
の
十
時
の
気
温
は
明
治
よ
り
二
℃
以
上
も
低
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
疑
問
が
残
る
。
こ
の
要
因
と
し

て
、
札
幌
は
明
治
時
代
か
ら
気
象
官
署
で
あ
る
こ
と
、
千
歳
、
苫
小
牧
は
明
治
時
代
は

表２－１ 明治２３年から２７年の各地の気象（北海道気象一班より）

札 幌
明２３
（１８９０）

明２４
（１８９１）

明２５
（１８９２）

明２６
（１８９３）

明２７
（１８９４）

５年
平均

千 歳
明２３
（１８９０）

明２４
（１８９１）

明２５
（１８９２）

明２６
（１８９３）

明２７
（１８９４）

５年
平均

苫小牧
明２３
（１８９０）

明２４
（１８９１）

明２５
（１８９２）

明２６
（１８９３）

明２７
（１８９４）

３年
平均

１０時気温
（℃）

１０．９ ９．６ ９．３ ８．８ ９．９ ９．７
１０時気温
（℃）

１２．１ １１．２ １０．６ １０．１ １１．３ １１．１
１０時気温
（℃）

９．２ １１．２ １２．４ １０．９

最高気温 ３３．２ ３０．１ ３２．４ ３３．２ ３４．４ ３２．７
最高気温
（１４時）

３３．３ ２９．４ ３０．０ ３２．２ ３２．２ ３１．４
最高気温
（１４時）

２６．１ ３１．８ ２９．４ ２９．１

起 日 ８／５ ６／２８ ７／９ ８／６ ８／７ 起 日 ７／１４ ８／１４ ７／８ ８／１０ ７／３０ 起 日
７／１０
８／８

６／３０ ７／３１

最低気温 －２３．４ －１８．９ －２３．４ －２５．６ －２２．３ －２２．７

起 日 １／２７ １／２９ １／９ ２／１３ １／２０

総雨量
（ミリ）

１１０１．０ ９７７．２ １０５２．５ ８９４．７ ９８６．５ １００２．４
総雨量
（ミリ）

－
総雨量
（ミリ）

－

日平均風速 ３．９ ４．４ ３．１ ３．２ ３．８ ３．７ 無風日数 － － － － ３ 無風日数 ３１ ５０ ５４

日最大風速 ２３．１ ２３．２ ２０．７ ２１．７ ２４．０ 軟風日数 １４ － － ６ １８ 軟風日数 ４ － －

風 向 北西 北西 南 南東 北 和風日数 １６５ １１８ １１５ １５２ ９１ 和風日数 １９０ １０９ １２３

起 日 １２／２５ ９／１５ ４／２４ ３／１５ １２／２１ 疾風日数 １６４ ２２７ ２３８ １６３ １５６ 疾風日数 ７９ １５３ １３５

強風以上
日 数

９３ １３６ ８１ ８４ １１７ 強風日数 １８ １８ ７ ４２ ９２ 強風日数 ５２ １８ ２２

暴風日数 ４ ２ ６ ２ ５ 暴風日数 ９ ３５ ３１

颶風日数 － － － － － 颶風日数 － － －

雨日数 １７１ １７４ １５９ １３１ １１０ 雨日数 ８６ ４３ ４５ １２０ 雨日数 ３４ ６４ ８７

雪日数 ８６ １０３ １２２ １１６ １０９ 雪日数 ４５ ２１ ４５ 雪日数 ８１ １９

初雪／月日 １１／２０ １０／２４ １０／２５ １１／６ １１／６ 初雪／月日 １１／２４ １１／１６ １１／２５ １１／７ １０／２２ 初雪／月日 １０／２５ １０／８ １１／１７

終雪／月日 ４／２６ ４／２４ ４／１２ ４／８ ４／２０ 終雪／月日 ４／２５ ４／１４ ３／２７ ４／７ ５／１１ 終雪／月日 ３／２１ ５／４

記事

積雪
１／１５
６寸
２／１５
１尺１寸
３月中
９寸
４月中
２寸

雹４日
霰３４日
積雪
１月末
２尺４寸
２月末
２尺４寸
消雪
３／２８
冠雪
９／９朝

雹－
霰３４日
雷電
５日
霧１９日
地震
６日
霜
１１０日
根雪
１２／１
消雪
４／１６

雹１日
霰３８日
雷電
１日
霧１１日
地震
１０日
霜
１０１日
根雪
１１／７
消雪
４／１７

雹－
霰３８日
雷電
１６日
霧２１日
地震
２７日
霜
１１５日
根雪
１２／３
消雪
４／１４

参考
降水量
明２８
８４３．５
明２９
１１５１．１
明３０
７２４．６ 記事

積雪
２／２８
１尺２寸

積雪
２／２０
１尺３寸
大雨雷
鳴
１１／５
地震
１２／１３

地震
１／３１

積雪
１／１０
２尺
暴風
９／４
雷鳴
８／１４
１２／６
消雪
３／３１
地震
３／１４
６／１３
１１／１４
１２／２４

積雪
３／１１
２尺４寸
雷雨
８／８
９／７
電光
５／２７
５／２８
５／３０
地震
１５回

参考
降水量
明２８
９９０．５
明３０
７０１．６

記事

雷雨
７／２８
地震
４／７
５／８

積雪
２／１０
１尺８寸
消雪
４／１１
雷鳴
７／２
１２／１２
１２／２４
雹
５／２

雷雨
８／８
９／７
１０／２
１１／９
１１／１２
雹
１１／１３
１２／６
樽前噴
烟
８／１７
樽前初
雪
１１／１０

参考
降水量
明３０
１１６１．１

最高気温：札幌は１日の最高気温の極値。千歳、苫小牧は１０時、１４時の観測値の最高の平均値
雨量の観測は明治２７年から開始。明治３０年の苫小牧での総降水量１１６１．１mm。
軟風：１．５～３．４m/s 和風：３．５～５．９m/s 疾風：６．０～９．９m/s 強風：１０．０～１４．９m/s 暴風：１５．０～２８．９m/s
颶風：２９．０～m/s
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簡
易
気
象
観
測
所
で
あ
っ
た
こ
と
で
観
測
方
法
や
測
器
の
違
い
や
観
測
場
所
が
変
わ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
治
と
平
成
と
の
比
較
だ
け
で
は
経
年
変
化

の
傾
向
は
掴
め
な
い
。
そ
こ
で
、
千
歳
の
観
測
デ
ー
タ
が
安
定
し
て
き
た
大
正
の
後
半

か
ら
の
観
測
デ
ー
タ
と
気
象
官
署
で
あ
る
札
幌
、
苫
小
牧
の
観
測
デ
ー
タ
と
を
比
較
し

て
経
年
変
化
を
つ
か
む
こ
と
に
す
る
。

図
２－

１
は
、
千
歳
（
市
街
）
で
の
平
均
気
温
の
変
化
で
あ
る
。
明
治
後
半
か
ら
大

正
前
半
は
十
時
、
十
四

時
の
み
の
観
測
で
あ
っ

た
こ
と
や
観
測
を
中
止

し
て
い
た
こ
と
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
均
気
温

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
大
正
九
年
以
降
の
気

温
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
当

時
の
区
内
気
候
観
測
所

の
日
平
均
気
温
は
日
最

高
気
温
と
日
最
低
気
温

の
平
均
で
あ
り
、
気
象

台
や
測
候
所
お
よ
び
ア

メ
ダ
ス
観
測
所
の
日
平

均
気
温
（
毎
正
時
の
平

均
）
と
は
異
な
っ
て
い

る
こ
と
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
大
き

な
差
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
継
続
し
た
観
測
デ
ー
タ
は

な
く
、
特
に
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
か
ら
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
ま
で
の
二

五
年
間
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
気
温
は
変
動
し
な
が
ら
上
昇
し
て
お
り
、

お
よ
そ
九
〇
年
間
で
一
℃
近
い
上
昇
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
グ
ラ
フ
に
は
千
歳
の
人

口
の
推
移
も
表
示
し
た
が
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
都
市
化
の
影
響
も
加
わ
っ
た
変
動
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
新

千
歳
航
空
測
候
所
の
平

均
気
温
（
同
条
件
と
し

て
最
高
気
温
と
最
低
気

温
を
平
均
し
た
気
温
）

も
表
示
し
た
が
、
昭
和

四
十
二
年
以
降
は
上
昇

傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
都
市
化
の
影
響
が

な
い
と
思
わ
れ
る
空
港

に
お
い
て
も
温
暖
化
の

影
響
が
垣
間
見
え
る
。

空
港
と
市
街
と
は
一
℃

程
度
の
差
（
詳
細
は
次

項
を
参
照
。
空
港
の
方

が
市
街
よ
り
低
い
）
が

あ
る
よ
う
だ
。

同
様
に
札
幌
、
苫
小

牧
に
つ
い
て
も
平
均
気

温
（
千
歳
と
同
条
件
の

図２－１ 千歳（市街）と空港（新千歳航空測候所）の年平均気温の経年変化
（平均気温：最高気温と最低気温の平均値。一般的な平均気温と異なっているので注意）

図２－２ 札幌（気象台）・千歳（市街）・苫小牧（測候所）の年平均気温の経年変化
（平均気温：最高気温と最低気温の平均値。一般的な平均気温と異なっているので注意）

第２章 千歳の気候
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最
高
気
温
と
最
低
気
温
を
平
均
し
た
気
温
）
の
経
年
変
化
（
図
２－

２
）
を
み
る
と
、

千
歳
同
様
に
気
温
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
特
に
札
幌
が
顕
著
で
あ
る
。
千
歳
（
市
街
）
は

大
正
か
ら
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
は
札
幌
よ
り
低
い
傾
向
が
あ
る
が
大
き
な
差
は
み
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
も
札
幌
と
は
さ
ほ
ど
気
温
差
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
で

き
る
。
昭
和
二
十
年
以
降
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
は
札
幌
の
気
温
の
上
昇
が
顕
著
で
千
歳

（
市
街
）
と
の
気
温
差
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
化
の
影
響
が
札
幌

で
顕
著
に
現
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
苫
小
牧
と
は
、
気

温
の
グ
ラ
フ
は
ほ
ぼ
重

な
っ
て
お
り
差
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ

い
。

降
水
量

千
歳
に
お
い
て
は
、

気
温
と
同
様
に
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
の
観

測
デ
ー
タ
は
乏
し
い

が
、
昭
和
三
十
二
年
以

降
は
空
港
に
お
け
る
航

空
測
候
所
の
観
測
デ
ー

タ
が
あ
る
こ
と
か
ら
傾

向
は
つ
か
め
そ
う
で
あ

る
。
な
お
、
空
港
と
千

歳
市
街
（
市
消
防
署
）

で
は
空
港
の
方
が
や
や
多
い
傾
向
（
詳
細
は
次
項
で
述
べ
る
）
が
あ
る
が
大
き
な
差
は

な
い
。
札
幌
は
表
２－

１
か
ら
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
か
ら
二
十
七
年
の
五
年

間
の
降
水
量
の
平
均
は
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
�
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年

の
三
〇
年
間
か
ら
求
め
た
平
年
値
は
お
よ
そ
一
一
〇
〇
�
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
き
な
変

化
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

気
温
同
様
に
降
水
量
の
経
年
変
化
（
図
２－

３
）
を
見
る
と
、
札
幌
お
よ
び
千
歳
と

も
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
一
時
的
に
一
五
〇
〇
�
を
超
え
る
年
も
あ
る

が
、
お
お
む
ね
一
〇
〇
〇
�
前
後
で
推
移
し
て
お
り
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
航
空
測
候
所
の
最
近
三
〇
年
間
の
降
水
量
の
平
均
値
は
お
よ
そ
一
一
七
〇
�
で
あ

る
。
苫
小
牧
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
に
は
表
示
し
て
い
な
い
が
、
平
年
値
が
お
よ
そ
一

二
〇
〇
�
で
あ
り
、
同
様
に
明
治
か
ら
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

石
狩
平
野
に
存
在
し
て
い
る
札
幌
、
千
歳
、
苫
小
牧
の
降
水
量
は
明
治
か
ら
一
〇
〇
〇

�
前
後
で
推
移
し
て
お
り
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

風
向
風
速

札

幌

明
治

東
南
東
〜
南
及
び
北
〜
北
西
の
風
が
卓
越
し
て
和
風
（
平
均
風
速

三
・
七
m/s
）

現
代

西
北
西
〜
北
北
西
及
び
南
東
〜
南
南
東
の
風
が
卓
越
し
て
平
均
風

速
三
・
八
m/s

千

歳

明
治

南
東
〜
南
及
び
北
西
〜
北
の
風
が
卓
越
し
て
弱
め
の
疾
風

現
代

南
南
東
〜
南
及
び
北
北
西
〜
北
の
風
が
卓
越
し
て
平
均
風
速
四
・

三
m/s

苫
小
牧

明
治

西
〜
北
西
又
は
東
、
南
又
は
北
の
風
が
卓
越
し
て
強
め
の
和
風

現
代

北
〜
北
北
東
及
び
南
東
〜
南
西
の
風
が
卓
越
し
て
平
均
風
速
三
・

〇
m/s

※
軟
風＝

一
・
五
〜
三
・
四
m/s

和
風＝

三
・
五
〜
五
・
九
m/s

疾
風＝

六
・
〇
〜
九
・
九
m/s

図２－３ 千歳、札幌の年降水量の経年変化
（千歳は区内気候観測所・航空測候所、札幌は気象台）
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強
風＝

一
〇
・
〇
〜
一
四
・
九
m/s

暴
風＝

一
五
・
〇
〜
二
八
・
九
m/s

ぐ
ふ
う

颶
風＝
二
九
・
〇
m/s
〜

明
治
時
代
、
札
幌
な
ど
測
候
所
で
は
、
風
向
は
風
信
器
、
風
速
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
風
速

計
で
観
測
し
て
い
る
が
、千
歳
や
苫
小
牧
な
ど
簡
易
気
象
観
測
所
で
は
、風
速
は
ビ
ュ
ー

フ
ォ
ー
ト
風
力
階
級
を
簡
略
化
し
た
七
階
級
表
を
用
い
て
観
測
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
測
風
の
位
置
、
周
囲
環
境
、
機
器
、
処
理
に
よ
り
大
き
く
違
っ
て
い
る

の
で
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
明
治
と
現
代
と
は
大
き
な
違
い
（
明
治
の
千
歳
と
苫

小
牧
の
風
力
は
一
日
の
最
大
風
力
を
総
計
し
て
い
る
こ
と
か
ら
強
め
）
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
札
幌
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
え
る
。
苫
小
牧
は
明
治
の
風
向
が

東
西
、南
北
の
風
が
卓
越
し
て
お
り
、現
在
と
相
違
が
み
ら
れ
る
が
観
測
場
所
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

大
気
現
象
の
初
終
日
（
雪
）

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
か
ら
二
十
七
年
の
五
年
間
の
降
雪
の
初
日
、
終
日
の

平
均

札
幌

初
日
十
一
月

三
日

終
日
四
月
十
八
日

千
歳

初
日
十
一
月
十
二
日

終
日
四
月
十
七
日

苫
小
牧

初
日
十
月
二
十
七
日

終
日
三
月
二
十
七
日

現
代
（
三
〇
年
平
均
）
の
初
日
、
終
日

札
幌

初
日
十
月
二
十
七
日

終
日
四
月
十
九
日

千
歳

初
日
十
月
二
十
八
日

終
日
四
月
二
十
一
日

苫
小
牧

初
日
十
一
月

五
日

終
日
四
月
十
八
日

札
幌
、
千
歳
で
は
降
雪
の
初
日
が
早
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
明
治

の
大
気
現
象
の
観
測
は
、
札
幌
は
終
日
、
千
歳
、
苫
小
牧
は
十
時
お
よ
び
十
四
時
に
お

け
る
発
現
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
参
考
程
度
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
石
狩
平
野
を
日
本
海
側
か
ら
太
平
洋
側
に
か
け
て
の
百
年
余
間
の

気
候
変
化
を
垣
間
見
た
。

千
歳
市
の
気
象
分
布
は
千
歳
市
の
活
動
の
み
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ

の
百
年
余
り
石
狩
平
野
の
人
間
の
営
み
の
結
果
と
し
て
、
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
が
札

幌
市
の
気
温
の
上
昇
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
市
の
巨
大
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
千
歳
市
（
市
街
）、
苫
小
牧
市
に
お
い
て
も
札
幌
ほ
ど
で

は
な
い
が
気
温
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
に
加
え
て
都
市
化
の
影

響
も
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
千
歳
市
を
代
表
す
る
気
象
は
、
新
千

歳
空
港
で
の
観
測
で
あ
り
、
観
測
施
設
は
滑
走
路
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
市
街
か

ら
隔
離
さ
れ
て
お
り
都
市
化
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
空
港
で
も
気
温
の
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
局
地
的

な
影
響
を
受
け
な
い
地
球
規
模
の
気
候
変
動
を
監
視
す
る
場
所
と
し
て
適
し
て
い
る
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
項

千
歳
の
四
季

こ
の
項
で
は
、
前
項
の
千
歳
の
気
候
の
続
き
と
し
て
、
観
測
期
間
の
長
い
新
千
歳
空

港
（
以
降
は
空
港
と
略
記
す
る
）
に
お
け
る
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
統
計
値
を
用
い
た
千

歳
の
四
季
の
特
徴
を
概
略
的
に
述
べ
る
。

次
に
、
四
季
の
特
徴
を
述
べ
る
際
に
用
い
た
気
象
要
素（
気
温
、
降
水
量
、
降
雪
量
、

風
）、
天
気
（
霧
、
雷
）
に
つ
い
て
の
統
計
値
お
よ
び
台
風
の
北
海
道
へ
の
接
近
に
つ

い
て
の
統
計
値
の
特
徴
を
述
べ
る
。
気
象
要
素
と
天
気
の
特
徴
で
は
、
前
項
と
同
様
に

札
幌
と
苫
小
牧
と
の
比
較
を
し
た
。
特
に
、
気
温
、
降
水
量
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
空

港
、
支
笏
湖
畔
、
消
防
署
と
周
辺
の
恵
庭
島
松
を
そ
れ
ぞ
れ
千
歳
市
内
の
南
部
、
西

部
、
市
街
部
、
北
部
の
観
測
点
と
し
て
千
歳
市
内
の
面
的
な
比
較
も
し
た
。

千
歳
市
内
と
そ
の
周
辺
の
気
象
観
測
点
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
節
末

に
空
港
の
年
・
月
別
の
平
均
値
の
一
覧
を
再
掲
載
し
た
（
表
２－

８
）。

第２章 千歳の気候
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千
歳
市
内

気
象
庁
所
管

新
千
歳
空
港
（
千
歳
市
美
々
新
千
歳
航
空
測
候
所
）

支
笏
湖
畔
（
地
域
気
象
観
測
所

千
歳
市
支
笏
湖
温
泉
番
外
地
）

そ

の

他

千
歳
市
消
防
署
（
千
歳
市
東
雲
町
四
丁
目
）

千
歳
市
周
辺

気
象
庁
所
管

恵
庭
島
松
（
地
域
気
象
観
測
所

恵
庭
市
下
島
松
）

四
季
の
特
徴

（
一
）
春

三
〜
五
月

暦
の
上
で
は
春
で
あ
る
が
、
三
月
は
平
均
気
温
マ
イ
ナ
ス
一
・
七
℃
、
月
の
降
雪
量

三
九
�
と
ま
だ
冬
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
根
雪
も
三
月
下
旬
頃
ま
で
残
る
。
四
月
に

な
る
と
平
均
気
温
が
五
・
〇
℃
と
氷
点
下
か
ら
プ
ラ
ス
に
な
り
、
月
の
降
雪
量
も
五
�

と
極
端
に
少
な
く
な
る
。
五
月
に
は
平
均
気
温
も
一
〇
℃
を
超
え
「
桜
の
開
花
」
な
ど

の
本
格
的
な
春
の
息
吹
が
聞
こ
え
出
す
。
五
月
は
最
高
気
温
が
二
五
℃
以
上
の
夏
日
が

あ
る
か
と
思
う
と
、
最
低
気
温
が
〇
℃
未
満
の
冬
日
も
あ
り
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
。

（
二
）
夏

六
〜
八
月

本
州
で
は
前
線
が
居
座
る
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
が
、
北
海
道
は
比
較
的
天
気
が

良
い
。
本
州
で
の
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
の
末
期
に
は
梅
雨
前
線
が
北
海
道
付
近
に
北
上

え

ぞ

つ

ゆ

し
、
い
わ
ゆ
る
「
蝦
夷
梅
雨
」
の
時
期
が
あ
る
が
、
そ
の
後
は
太
平
洋
高
気
圧
に
覆
わ

れ
本
格
的
な
夏
の
到
来
と
な
る
。

気
温
も
上
昇
し
、
八
月
に
は
平
均
気
温
が
二
〇
℃
を
超
え
る
。
最
高
気
温
が
三
〇
℃

以
上
に
な
る
真
夏
日
も
七
月
で
〇
・
九
日
、
八
月
で
一
・
九
日
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
夕
方
に
な
る
と
苫
小
牧
沖
か
ら
海
上
で
発
生
し
た
霧
が
南
風
に

乗
り
、
千
歳
地
方
に
到
達
し
、
霧
に
な
る
日
が
多
い
。
朝
方
、
陽
が
昇
る
と
と
も
に
徐
々

に
解
消
す
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
日
本
列
島
は
台
風
の
通
り
道
に
な
る
が
、
北
海
道
に
接
近
す
る

台
風
は
八
、
九
月
が
突
出
し
て
い
る
。

（
三
）
秋

九
〜
十
一
月

九
月
に
入
っ
て
も
ま
だ
残
暑
に
よ
り
夏
日
も
二
・
八
日
あ
る
が
、
気
温
は
一
気
に
下

り
出
す
。
十
月
に
は
平
均
気
温
が
一
〇
℃
を
下
回
り
、
十
一
月
に
は
月
最
高
気
温
も
一

〇
℃
を
下
回
り
月
最
低
気
温
も
氷
点
下
に
な
る
。

紅
葉
の
時
期
は
十
月
中
旬
で
あ
る
が
、
十
月
下
旬
に
は
も
う
初
雪
の
た
よ
り
が
聞
か

れ
る
。

（
四
）
冬

十
二
〜
二
月

本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
。
チ
ラ
チ
ラ
降
る
雪
も
含
め
る
と
期
間
内
の
八
割

の
日
（
七
三
・
一
日
）
で
雪
が
降
っ
て
い
る
。
根
雪
は
十
二
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
。

日
最
低
気
温
が
〇
℃
未
満
の
冬
日
が
続
き
、
期
間
内
の
半
数
の
日
（
五
〇
・
三
日
）

で
日
最
高
気
温
〇
℃
未
満
の
真
冬
日
に
な
る
。
一
、
二
月
は
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
一

〇
℃
以
下
に
な
る
厳
し
い
寒
さ
の
日
が
続
く
。

気
象
要
素
（
気
温
、
降
水
量
、
降
雪
量
、
風
）、

天
気
（
霧
、
雷
）
等
に
つ
い
て
の
特
徴

（
一
）
気
温
（
一
九
五
七
〜
二
〇
〇
七
年
）

�
年
平
均
気
温

空
港
に
お
け
る
年
平
均
気
温
は
六
・
六
℃
、
札
幌
市
（
八
・
五
℃
）
に
比
べ
一
・
九

℃
、
苫
小
牧
市
（
七
・
五
℃
）
に
比
べ
〇
・
九
℃
、
東
京
（
一
五
・
九
℃
）
に
比
べ
て

は
九
・
三
℃
低
い
。
月
別
の
平
均
気
温
の
最
低
は
一
月
の
マ
イ
ナ
ス
七
・
二
℃
、
最
高

は
八
月
の
二
〇
・
三
℃
と
な
っ
て
い
る
（
図
２－

４
）。

�
年
別
の
平
均
気
温
・
平
均
最
高
気
温
・
平
均
最
低
気
温

空
港
に
お
け
る
年
別
の
平
均
気
温
・
平
均
最
高
気
温
・
平
均
最
低
気
温
の
推
移
を
図

２－

５
に
示
す
。
平
均
気
温
が
最
も
高
か
っ
た
年
は
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
（
八
・

一
℃
）
で
、
こ
の
年
は
平
均
最
高
気
温
（
一
三
・
二
℃
）、
平
均
最
低
気
温
（
二
・
七

℃
）
と
も
に
最
も
高
か
っ
た
。
ま
た
、
平
均
気
温
が
最
も
低
か
っ
た
年
は
昭
和
四
十
四

１６

第１編 自然と風土

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第１編（Ｐ００１～１４４）／第１編　第２章  2010.02.13 10.38.35  Page 16 



（
一
九
六
九
）
年
（
四
・
九
℃
）
で
、
こ
の
年
は
平
均
最
高
気
温
（
一
〇
・
三
℃
）、
平

均
最
低
気
温
（
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
℃
）
と
も
に
最
も
低
か
っ
た
。

�
月
別
の
平
均
気
温
・
最
高
気
温
・
最
低
気
温

空
港
に
お
け
る
月
別
の
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の
差
は
冬
期
間
で
大
き
く
、
一
月
が

最
大
で
一
二
・
九
℃
、
最
小
は
七
月
の
七
・
五
℃
で
あ
る
（
図
２－

６
）。
月
別
の
平

均
気
温
で
は
全
て
の
月
で
札
幌
に
比
べ
低
く
、
苫
小
牧
と
は
九
月
か
ら
三
月
に
か
け
て

低
い
。

�
千
歳
市
内
及
び
そ
の
周
辺
観
測
点
に
お
け
る
月
別
の
平
均
気
温

千
歳
市
内
及
び
そ
の
周
辺
観
測
点
に
お
け
る
月
別
の
平
均
気
温
は
図
２－

４
に
掲
載

し
て
い
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
の
平
均
気
温
は
六
〜
八
℃
、
八
月
が
最
も
高
く
、
一
月

が
最
も
低
い
。
市
街
部
の
方
が
空
港
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
冬
期
間
（
十
二
月
〜
二

月
）
は
支
笏
湖
畔
の
方
が
市
街
部
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

図２－４ 千歳市及び周辺の月別の平均気温（単位：℃）
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年 観測点：恵庭島松 統計期間：１９７９年～２０００年
観測点：支笏湖畔 統計期間：１９７９年～２０００年 観測点：消防署 統計期間：１９９９年～２００７年

図２－５ 年別の平均気温・最高気温の平均・最低気温の平均の推移
観測点：空港 統計期間：平均気温１９５９年～２００７年
最高・最低気温１９６３年～２００７年

図２－６ 月別の平均・最高・最低気温（平均値）
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年

第２章 千歳の気候

１７

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第１編（Ｐ００１～１４４）／第１編　第２章  2010.02.13 10.38.35  Page 17 



�
年
別
の
夏
日
・
真
夏
日
の
日
数

空
港
に
お
け
る
年
別
の
夏
日
・
真
夏
日
の
日
数
の
推
移
を
図
２－

７
に
示
す
。
夏
日

の
平
均
日
数
は
二
八
・
四
日
、
真
夏
日
の
平
均
日
数
は
二
・
九
日
で
あ
る
。

夏
日
、
真
夏
日
の
平
均
日
数
は
札
幌
市
（
夏
日
四
五
・
六
日
、
真
夏
日
七
・
六
日
）

に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
二
日
、
四
・
七
日
少
な
く
、
苫
小
牧
市
（
夏
日
一
一
・
八

日
、
真
夏
日
〇
・
三
日
）
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
一
六
・
六
日
、
二
・
六
日
多
い
。

夏
日
の
日
数
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
五
二
日
、
真

夏
日
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
一
二
日
で
あ
る
。
ま
た
、

真
夏
日
が
無
か
っ
た
年
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
平
成
十
九
年
の
五
一
年
間
に
二
二
年

（
四
三
�
）
あ
る
。

�
年
別
の
冬
日
・
真
冬
日
の
日
数

空
港
に
お
け
る
年
別
の
冬
日
・
真
冬
日
の
推
移
を
図
２－

８
に
示
す
。
冬
日
の
平
均

日
数
は
一
六
八
・
〇
日
で
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
が
冬
日
に
な
り
、
真
冬

日
の
平
均
日
数
は
五
七
・
二
日
で
あ
る
。

冬
日
、
真
冬
日
の
平
均
日
数
は
札
幌
市
（
冬
日
二
〇
六
・
二
日
、
真
冬
日
六
六
・
〇

日
）に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
三
八
・
二
日
、
八
・
八
日
、
苫
小
牧
市（
冬
日
一
九
二
・
二
日
、

真
冬
日
七
五
・
一
日
）
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
二
四
・
二
日
、
一
七
・
九
日
少
な

い
。冬

日
の
日
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
寒
候

期
（
昭
和
五
十
八
年
十
月
〜
五
十
九
年
三
月
）
の
一
九
一
日
で
、
こ
の
年
は

真
冬
日
も
八
四
日
と
昭
和
三
十
二
年
か
ら
平
成

十
九
年
の
五
一
年
間
で
最
も
多
か
っ
た
。

�
最
高
気
温
・
最
低
気
温
の
極
値

空
港
に
お
け
る
統
計
開
始
以
来
の
最
高
気
温

は
三
三
・
六
℃（
平
成
十
九
年
八
月
十
五
日
）、

最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
三
〇
・
七
℃
（
昭
和
四

十
一
年
一
月
十
九
日
）
で
あ
る
（
表
２－

２
）。

こ
の
表
を
見
る
と
、
最
高
気
温
は
近
年
昭
和
六

十
年
頃
を
境
に
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、
最
低
気

温
は
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

（
二
）
降
水
量
（
一
九
五
七
〜
二
〇
〇
七
年
）

�
年
降
水
量

空
港
に
お
け
る
年
降
水
量
の
平
均
値
は
一
一

表２－２統計開始以来の最高気温・最低気温の順位
観測点：空港 統計期間：１９５７年～２００７年

最高気温 起 日 最低気温 起 日

第１位 ３３．６ ２００７．８．１５ －３０．７ １９６６．１．１９

第２位 ３３．６ ２００７．８．１４ －３０．３ １９９６．２．２

第３位 ３３．１ １９９９．８．１０ －３０．２ １９７７．２．２

第４位 ３３．１ １９９９．８．４ －３０．１ １９６７．１．１６

第５位 ３３．１ １９８５．７．２８ －２９．０ １９８６．１．２３

図２－７ 年別の夏日・真夏日の推移 観測点：空港 統計期間：１９５７年～２００７年
夏日：日最高気温が２５℃以上の日 真夏日：日最高気温が３０℃以上の日

図２－８ 年別の冬日・真冬日の推移 観測点：空港
統計期間：１９５８年寒候期（１９５７年１０月）～２００７年寒候期（２００７年３月）
寒候期とは前年１０月から当年３月までの期間をいう
冬日：日最低気温が０℃未満の日 真冬日：日最高気温が０℃未満の日

１８
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六
六
・
〇
�
で
、
札
幌
市

（
一
一
二
七
・
六
�
）、
苫

小
牧
市
（
一
二
二
七
・
七

�
）
の
年
降
水
量
の
平
均

値
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

（
図
２－

９
）。
夏

期

間

（
六
月
か
ら
八
月

三
八

一
・
七
�
）
の
降
水
量
は

札
幌
市（
二
五
五
・
九
�
）

に
比
べ
一
二
五
・
八
�
多

く
、苫
小
牧
市（
四
六
九
・

一
�
）
に
比
べ
八
七
・
四

�
少
な
い
。
ま
た
冬
期
間

（
十
二
月
か
ら
二
月

一

五
八
・
六
�
）
の
降
水
量

は
札
幌
市
（
三
一
一
・
二

�
）
に
比
べ
一
五
二
・
六

�
少
な
く
、苫
小
牧
市（
一

一
九
・
五
�
）
に
比
べ
三

九
・
一
�
多
い
。
冬
期
間

は
、
雪
を
融
か
し
て
降
水

量
と
し
て
観
測
す
る
た

め
、
千
歳
よ
り
降
雪
量
の

多
い
札
幌
が
多
く
な
り
、

降
雪
量
の
少
な
い
苫
小
牧

が
少
な
く
な
る
（
雪
に
つ
い
て

は
降
雪
量
の
項
を
参
照
）。

�
年
別
の
平
均
降
水
量

図
２－

１０
に
空
港
に
お
け
る

年
別
の
降
水
量
の
推
移
を
示

す
。
ま
た
、
表
２－

３
に
統
計

開
始
以
来
の
年
・
日
降
水
量
の

順
位
を
示
す
。
年
降
水
量
が
最

も
多
か
っ
た
年
は
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
（
一
七
三
九
・

〇
�
）、
最
も
少
な
か
っ
た
年

は
五
十
九
年（
七
一
四
・
〇
�
）

で
あ
る
。
ま
た
、
日
降
水
量
の

多
か
っ
た
日
は
六
十
二
年
八
月

二
十
六
日
で
二
五
〇
・
五
�
を

観
測
し
て
い
る
。

こ
れ
は
二
十
六
日

か
ら
二
十
七
日
に

か
け
、
日
本
海
の

低
気
圧
が
北
海
道

の
南
岸
を
通
過
し

た
た
め
大
雨
に
な

り
、
石
狩
支
庁
管

内
中
部
・
南
部
で

住
宅
床
上
浸
水
一

表２－３ 統計開始以来の年降水量（mm）
と日降水量（mm）の順位

観測点：空港 統計期間：１９５７年～２００７年

年降水量（mm）の順位

多い 起日 少ない 起日

第１位 １７３９．０ １９８１ ７１４．０ １９８４

第２位 １５７２．５ １９７５ ７６３．５ ２００７

第３位 １４７８．５ １９７２ ７７０．０ １９９１

第４位 １４３４．０ ２０００ ７７４．２ １９５９

第５位 １４１２．０ １９７９ ８２８．２ １９６０

日降水量（mm）の多い順位

降水量 起 日

第１位 ２５０．５ １９８７．８．２６

第２位 １７６．５ ２００１．９．１１

第３位 １６３．０ １９７５．７．２６

第４位 １６１．０ １９８１．８．４

第５位 １５８．５ １９８５．９．１
図２－１０ 年別の降水量（mm）の推移

観測点：空港 統計期間：１９５７年～２００７年（１９９６年は欠測）

消防

４１．４

３９．２

４４．９

４０．７

９７．２

７５．３

１４０．７

１４１．５

１５７．９

８７．２

８１．０

６０．９

１００７．９

支笏湖畔

９６．１

６６．５

１１１．９

１２５．０

１３０．５

１１５．４

１７１．２

２７２．４

２７３．２

１９４．６

１２９．５

８８．７

１７７５．１

恵庭

５６．７

４９．６

５３．６

６７．５

７７．０

５７．７

９１．０

１７９．９

１５３．４

１１５．０

７９．８

６７．５

１０４６．５

空港

５４．７

４１．７

５８．５

７８．６

９８．５

８１．９

１１７．２

１８２．６

１７０．９

１３３．４

８７．７

６２．２

１１６６．０

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

年合計

図２－９ 千歳市及び周辺の月別の降水量（単位：mm）
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年 観測点：恵庭島松 統計期間：１９７９年～２０００年
観測点：支笏湖畔 統計期間：１９７９年～２０００年 観測点：消防署 統計期間：１９９９年～２００７年

第２章 千歳の気候
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棟
、
床
下
浸
水
一
一
八
棟
、
農
業
被
害
二
三
八
四
㌶
、
河
川
一
部
損
壊
二
七
ヵ
所
、
Ｊ

Ｒ
運
休
一
五
三
本
の
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

�
千
歳
市
内
及
び
そ
の
周
辺
観
測
点
に
お
け
る
月
別
の
平
均
降
水
量

千
歳
市
内
及
び
そ
の
周
辺
観
測
点
に
お
け
る
月
別
の
平
均
降
水
量
は
図
２－

９
に
掲

載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
空
港
に
お
い
て
は
八
月
が
一
八
二
・
六
�
で
多
く
、

二
月
が
四
一
・
七
�
と
少
な
い
。
市
内
及
び
周
辺
の
年
降
水
量
は
支
笏
湖
畔
の
一
七
〇

〇
�
を
除
く
と
一
〇
〇
〇
�
程
度
で
空
港
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
月
別
の
降
水
量
の
推
移
は
空
港
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
が
、
支

笏
湖
畔
で
の
降
水
量
は
全
て
の
月
で
他
の
観
測
点
で
の
降
水
量
を

上
回
っ
て
い
る
。

（
三
）
降
雪
量
（
一
九
五
七
〜
二
〇
〇
七
年
）

�
雪
の
平
均
初
日
・
終
日
、
根
雪
の
平
均
初
日
・
終
日

表
２－

４
に
空
港
に
お
け
る
雪
の
平
均
初
日
・
終
日
、
根
雪
の

平
均
初
日
・
終
日
を
示
す
。
空
港
に
お
け
る
雪
の
平
均
初
日
は
十

月
二
十
八
日
、
こ
れ
は
札
幌
市
（
十
月
二
十
七
日
）
よ
り
一
日
遅

く
、
苫
小
牧
市
（
十
一
月
五
日
）
よ
り
八
日
早
い
。
ま
た
雪
の
平

均
終
日
は
四
月
二
十
一
日
で
札
幌
市
（
四
月
十
九
日
）
よ
り
二
日

遅
く
、
苫
小
牧
市
（
四
月
十
八
日
）
よ
り
三
日
遅
い
。
空
港
に
お

け
る
根
雪
の
平
均
初
日
は
十
二
月
十
五
日
、
平
均
終
日
は
三
月
二

十
七
日
で
あ
る
。

冬
期
間
（
十
二
月
〜
二
月
）
は
ほ
ぼ
八
割
の
七
三
・
一
日
で
雪

が
降
っ
て
い
る
が
、
千
歳
市
に
大
雪
を
も
た
ら
す
気
圧
配
置
と
し

て
は
、
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る
場
合
と
、
低
気
圧

の
接
近
・
通
過
に
よ
る
場
合
が
あ
る
。
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る

場
合
は
、
風
が
北
北
西
の
時
に
雪
雲
が
石
狩
湾
か
ら
石
狩
平
野
を

通
り
千
歳
市
に
流
入
し
大
雪
に
な
る
。
ま
た
上
空
に
強
い
寒
気
が
入
っ
た
時
も
背
の
高

い
雪
雲
が
千
歳
市
の
北
西
か
ら
西
側
に
位
置
す
る
後
志
地
方
の
山
岳
を
越
え
て
千
歳
市

に
流
れ
込
み
、
大
雪
に
な
る
。
低
気
圧
の
接
近
・
通
過
に
よ
る
場
合
は
特
に
北
海
道
の

南
海
上
ま
た
は
南
岸
を
通
過
し
た
時
に
大
雪
に
な
る
。

�
年
降
雪
量

空
港
に
お
け
る
年
降
雪
量
の
平
均
値
は
二
三
〇
�
で
、
札
幌
市
（
六
三
〇
�
）
に
比

べ
四
〇
〇
�
少
な
く
、
苫
小
牧
市
（
一
三
六
�
）
に
比
べ
九
四
�
多
い
。

�
年
別
の
降
雪
量
と
年
降
雪
量
・
日
降
雪
量
・
最
深
積
雪
の
極
値

空
港
に
お
け
る
年
別
の
降
雪
量
の
推
移
を
図
２－

１１
に
示
す
。
統
計
開
始
以
来
、
最

表２－４ 雪の平均初日・終日、根雪の平均初日・終日
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年

初 日 終 日

平 均 最 早 最 晩 平 均 最 早 最 晩

雪 １０月２８日 １０月６日 １１月１５日 ４月２１日 ４月２日 ５月１５日

根雪 １２月１５日 １１月１９日 １月１１日 ３月２７日 ３月４日 ４月１３日

表２－５ 統計開始以来の年降雪量（cm）の
順位

観測点：空港 統計期間：１９５７年～２００７年

多い 起日 少ない 起日

第１位 ３６７ １９５８ １１０ １９９７

第２位 ３３６ １９７８ １３１ ２００３

第３位 ３３２ １９８０ １３５ １９９８

第４位 ３１６ １９７９ １４１ １９８５

第５位 ３１３ １９７３ １４２ １９６３

※降雪量はこれまで２５００cm２（５０cm×５０cm）の板上に９時、１５時、２１時に
降り積もった雪の量として観測していたが、２００６年１０月より積雪計による
毎時間の積雪の深さのプラス値の合計とした観測方法に変わったので値や
各年の変化を見る場合は注意が必要である。

図２－１１ 年別の降雪量（cm）の推移 観測点：空港
統計期間：１９５８年寒候期（１９５７年１０月から）～２００７年寒候期（２００７年３月）

２０
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も
降
雪
量
が
多
か
っ
た
年
は

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）

年
寒
候
期
（
三
十
二
年
十
月

〜
三
十
三
年
三
月
、
三
六
七

�
）、
最
も
少
な
か
っ
た
年

は
平
成
九
年
寒
候
期
（
八
年

十
月
〜
九
年
三
月
、
一
一
〇

�
）
で
あ
る
（
表
２－

５
）。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
近
年
昭
和

六
十
年
頃
を
境
に
降
雪
量
の

少
な
か
っ
た
年
は
更
新
さ
れ

て
い
る
が
、
多
か
っ
た
年
は

更
新
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
日
降
雪
量
の
最
大
は
六

〇
�
（
平
成
十
三
年
十
二
月

十
一
日
）
で
あ
る
（
表
２－

６
）。
こ
れ
は
冬
型
の
気
圧

配
置
の
中
、
上
空
に
強
い
寒

気
が
入
り
大
雪
に
な
り
、
こ

の
時
、
新
千
歳
空
港
で
は
約

四
〇
時
間
滑
走
路
が
閉
鎖
さ

れ
、
航
空
機
三
五
〇
機
が
欠

航
し
て
、
七
万
一
〇
〇
〇
人

に
影
響
が
出
た
。
ま
た
、
最

深
積
雪
の
最
大
は
一
二
七
�

（
昭
和
三
十
三
年
二
月
十
九
日
）
で
あ
る
（
表
２－

６
）。

�
月
別
の
平
均
降
雪
量
・
平
均
最
深
積
雪
量

図
２－

１２
に
空
港
に
お
け
る
月
別
の
降
雪
量
と
最
深
積
雪
量
の
平
均
値
を
示
す
。
降

雪
量
が
最
も
多
い
月
は
、
一
月
（
七
〇
�
）
で
あ
る
。
全
て
の
月
の
平
均
降
雪
量
は
札

幌
の
平
均
降
雪
量
よ
り
少
な
い
。
ま
た
、
積
雪
の
最
深
は
二
月
の
四
七
�
で
あ
る
が
こ

れ
は
札
幌
市
の
二
月
九
八
�
の
半
分
程
度
で
あ
る
。

（
四
）
風
（
一
九
九
三
〜
二
〇
〇
七
年
）

�
全
年
と
季
節
毎
の
風
向
と
風
向
の
頻
度

空
港
の
東
方
に
は
標
高
一
五
〇
〇
�
前
後
の
日
高
山
系
の
山
列
が
そ
び
え
、
西
方
に

は
標
高
一
〇
〇
〇
〜
一
三
〇
〇
�
の
樽
前
山
、
恵
庭
岳
な
ど
の
山
岳
と
な
っ
て
い
る
地

形
か
ら
、
空
港
に
お
い
て
は
一
年
を
通
し
て
南
北
方
向
の
風
が
卓
越
し
て
い
る
（
図
２

－

１３
）。
季
節
別
に
見
て
み
る
と
、
夏
（
六
〜
八
月
）
は
南
南
東
か
ら
南
の
風
が
、
冬

（
十
二
月
〜
二
月
）
は
北
北
西
か
ら
北
の
風
が
卓
越
し
て
い
る
。
春
（
三
〜
五
月
）、
秋

（
十
月
〜
十
二
月
）に
つ
い
て
も
南
風
系
、
北
風
系
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
に
な
っ
て
お
り
、

東
西
方
向
の
風
は
少
な
い
。

�
最
大
瞬
間
風
速
、
最
大
風
速
の
極
値

表
２－

７
は
空
港
に
お
け
る
統
計
開
始
以
来
の
最
大
瞬
間
風
速
、
最
大
風
速
の
順
位

で
あ
る
。
統
計
開
始
以
来
の
最
大
瞬
間
風
速
は
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
四
月
二

十
一
日
の
三
四
・
六
m/s
（
南
東
）
で
、
こ
れ
は
日
本
海
を
北
上
し
た
低
気
圧
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、最
大
風
速
は
五
十
六
年
八
月
二
十
三
日
の
二
五
・
五
m/s
（
南

南
東
）
で
、
北
海
道
に
上
陸
し
日
本
海
に
進
ん
だ
台
風
第
一
五
号
の
影
響
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

天
気（

一
）
霧
（
一
九
七
一
〜
二
〇
〇
〇
年
）

千
歳
市
で
主
に
発
生
す
る
霧
に
は
、
地
表
面
の
放
射
冷
却
効
果
に
よ
っ
て
起
こ
る
放

表２－６ 統計開始以来の日降雪量（cm）
の多い順位と積雪の深さ（cm）の多い
順位

観測点：空港
統計期間：１９５７年～２００７年

日降雪量（cm）の多い順位
日降雪量 起 日

第１位 ６０ ２００１．１２．１１
第２位 ４８ ２００６．２．４
第３位 ４７ １９６９．２．４
第４位 ４６ １９７３．１．１０
第５位 ４６ １９６６．１．８

最深積雪（cm）の多い順位
最深積雪 起 日

第１位 １２７ １９５８．２．１９
第２位 １０７ １９５８．３．６
第３位 ８４ １９５８．１．２２
第４位 ８３ ２００６．２．５
第５位 ７８ １９６９．２．６

図２－１２ 月別の降雪量と最深積雪（平均値）
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年
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射
霧
と
苫
小
牧
沖
の
海
上
か
ら
苫
小
牧
市
と
勇
払
原
野
を
経
て
浸
入
し
て
く
る
移
流
霧

の
二
種
類
が
あ
る
。
放
射
霧
は
一
年
を
通
し
て
発
生
す
る
が
、
移
流
霧
は
四
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
発
生
す
る
。
こ
の
た
め
、
千
歳
市
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
霧
が
多
く
発

生
す
る
。

図
２－

１４
は
空
港
に
お
け
る
月
別
の
霧
の
観
測
日
数
で
、
最
も
多
い
月
が
七
月
の
一

〇
・
八
日
、
最
も
少
な
い
月
が
十
一
月
の
二
・
三
日
と
な
っ
て
い
る
。
年
間
で
は
霧
は

平
均
し
て
七
一
・
九
日
観
測
さ
れ
、
札
幌
市
（
三
・
三

日
）
よ
り
六
八
・
六
日
多
く
、
苫
小
牧
市
（
四
〇
・
二

日
）
よ
り
三
一
・
七
日
多
い
。
し
か
し
、
霧
で
有
名
な

表２－７ 統計開始以来の最大瞬間風速・最大風速
観測点：空港 統計期間：１９５７年～２００７年 統計期間：１９９３年～２００７年

最大瞬間風速
（m/s）

風 向 起 日
最大風速
（m/s）

風 向 起 日

第１位 ３４．６ 南東 １９７４．４．２１ ２５．５ 南南東 １９８１．８．２３

第２位 ３３．８ 南南東 １９８１．８．２３ ２４．２ 南 ２００４．９．８

第３位 ３２．８ 南東 １９７０．８．１６ ２３．２ 南東 １９７４．４．２１

第４位 ３２．４ 南西 ２００４．９．８ ２２．７ 北 １９６５．１２．１

第５位 ３１．３ 北北西 １９７９．１０．２ ２２．３ 南南西 １９８７．９．１

図２－１３ 全年と季節ごとの風配図（風向とその風向の頻度（％））
観測点：空港 統計期間：１９９３年～２００７年

図２－１４ 月別の霧の日数（平均値）
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年
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釧
路
市
（
一
〇
七
・
五
日
）
と
比
べ
る
と
三
五
・
六
日
少
な
い
。

（
二
）
雷
（
一
九
七
一
〜
二
〇
〇
〇
年
）

図
２－
１５
に
空
港
に
お
け
る
月
別
の
雷
の
平
均
日
数
を
示
す
。
最
も
多
い
月
は
十
月

の
二
・
四
日
、最
も
少
な
い
月
は
三
月
で
〇
・
一
日
以
下
、年
間
の
雷
の
日
数
は
一
一
・

二
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
秋
に
多
く
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

少
な
い
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、年
間
の
雷
の
日
数
は
札
幌
市
が
八
・
三
日
、苫
小
牧
市
が
八
・
九
日
な
の
で
、

年
間
の
雷
の
日
数
に
つ
い
て
は
札
幌
市
と
苫
小
牧
市
と
比
較
し
て
二
か
ら
三
日
多
い
と

い
え
る
。

台
風（
一
九
五
一
〜
二
〇
〇
七
年
）

図
２－

１６
は
北
海
道
地

方
に
接
近
し
た
月
別
の
台

風
の
個
数
で
あ
る
。
台
風

が
北
海
道
地
方
に
接
近
す

る
の
は
七
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
が
ほ
と
ん
ど
で
、

年
間
で
は
一
・
五
個
で
あ

る
。
な
お
、
台
風
は
年
間

二
六
・
七
個
発
生
し
、

一
・
八
個
が
日
本
に
接
近

（
台
風
の
中
心
が
国
内
の

い
ず
れ
か
の
気
象
官
署
か

ら
三
〇
〇
�
以
内
に
接

近
）
し
、
二
・
六
個
が
日

本
に
上
陸
し
て
い
る
。

ま
た
、
図
２－

１７
の
北
海
道
地
方
に
接

近
し
た
台
風
の
数
の
推
移
を
見
る
と
、
北

海
道
地
方
に
接
近
し
た
台
風
が
最
も
多

か
っ
た
年
は
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年

で
四
個
、
ま
っ
た
く
接
近
し
な
い
年
も
一

一
年
（
一
九
�
）
あ
っ
た
。

空
港
で
の
気
象
要
素
の
統
計

気
象
要
素
で
あ
る
気
温
、
降
水
量
、
降

雪
量
や
天
気
（
霧
、
雷
、
雪
）
等
に
つ
い

て
、
年
・
月
別
に
統
計
処
理
し
た
も
の
が

表
２－

８
で
あ
る
。
統
計
期
間
は
一
九
七
一

〜
二
〇
〇
〇
年
の
三
〇
年
間
で
あ
る
。

参
考
文
献

気
象
庁
『
気
象
百
年
史
』
一
九
七
五
年
／
札
幌

管
区
気
象
台
『
札
幌
気
象
百
年
史
』
一
九
七
六

年
／
北
海
道
庁
第
二
部
地
理
課
『
北
海
道
気
候

一
班

明
治
二
十
三
年
』
一
八
九
一
年
／
北
海

道
さ
け
・
ま
す
友
の
会
『
千
歳
さ
け
・
ま
す
ふ

図２－１６ 月別の北海道地方に接近した台風数（平均値）
統計期間：１９７１年～２０００年 ※北海道に接近した台風：台風の中心が
北海道のいずれかの気象官署から３００km以内に入った場合。

図２－１５ 月別の雷の日数（平均値）
観測点：空港 統計期間：１９７１年～２０００年

図２－１７ 北海道地方に接近した台風の数の推移
統計期間：１９５１年～２００７年 ※接近した台風がない場合は空白。
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化
事
業
創
設
の
記
録
』
一
九
八
〇
年
／
北
海
道
農
事
試
験
場
『
北
海
道
農
事
試
験
場
一
覧
』
一

九
三
九
年
／
同
『
馬
鈴
薯
の
育
種
な
ら
び
に
研
究
経
過
の
概
要
』
一
九
六
五
年
／
農
林
水
産
省

北
海
道
農
業
試
験
場
『
島
松
研
究
施
設
閉
庁
記
念
の
し
お
り
』
一
九
九
七
年
／
（
財
）
北
海
道

開
発
協
会
『
石
狩
川
治
水
史
』
一
九
八
〇
年
／
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
地
域
気
象
観
測
デ
ー

タ
、
日
本
の
年
平
均
気
温
分
布
図
、
日
本
の
年
降
水
量
分
布
図
、
サ
ク
ラ
の
開
花
日
の
等
期
日

線
、
カ
エ
デ
の
紅
葉
日
の
等
期
日
線
）
二
〇
〇
八
年
現
在
／
空
港
の
各
種
観
測
デ
ー
タ

新
千

歳
航
空
測
候
所
観
測
課
／
千
歳
市
消
防
署
の
気
温
・
降
水
量
デ
ー
タ

千
歳
市
消
防
署

表２－８ 空港の年・月別平均値一覧 統計期間：１９７１年～２０００年

夏日
真夏
日

冬日
真冬
日

霧 雷 雪
平均
気温

最高
気温

最低
気温

降水
量

降雪の
深さ

最深
積雪

単位 日 日 日 日 日 日 日 単位 ℃ ℃ ℃ mm cm cm

１月 ３０．８ ２１．４ ４．２ ０．４ ２６．３ １月 －７．２ －１．７ －１４．６ ５４．７ ７０ ３６

２月 ２８．０ １７．５ ４．８ ０．１ ２３．６ ２月 －６．４ －１．１ －１３．８ ４１．７ ５６ ４７

３月 ２９．６ ５．９ ４．６ ０．０ ２２．２ ３月 －１．７ ２．７ －７．７ ５８．５ ３９ ３５

４月 １６．３ ０．１ ６．２ ０．３ ７．１ ４月 ５．０ １０．３ －０．４ ７８．６ ５ ５

５月 ０．７ ２．０ ７．４ ０．９ ０．４ ５月 １０．３ １６．０ ４．９ ９８．５ ０ ０

６月 １．９ ０．０ ９．８ ０．８ ６月 １４．４ １９．２ １０．３ ８１．９ － －

７月 ８．９ ０．９ １０．８ ０．９ ７月 １８．５ ２２．８ １５．３ １１７．２ － －

８月 １４．１ １．９ ８．５ １．９ ８月 ２０．３ ２４．６ １６．７ １８２．６ － －

９月 ２．８ ０．０ ０．０ ５．５ １．９ ９月 １６．２ ２１．４ １０．９ １７０．９ － －

１０月 ０．０ ７．６ ４．２ ２．４ １．１ １０月 ９．８ １５．７ ３．３ １３３．４ １ ０

１１月 ２３．４ ０．９ ２．３ １．０ １１．６ １１月 ３．０ ８．１ －２．９ ８７．７ １１ ６

１２月 ３０．１ １１．４ ３．５ ０．６ ２３．２ １２月 －３．４ １．６ －９．８ ６２．２ ４８ ２２

年 ２８．４ ２．９ １６８．０ ５７．２ ７１．９ １１．２ １１５．５ 年 ６．６ １１．６ １．０ １１６６．０ ２３０ ５０

２４
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第
三
節

気
象
災
害
史

年

月

日

種

別

摘

要

寛
文
七
（
一
六
六
七
）

八
月
六
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

そ
の
震
動
津
軽
に
も
お
よ
ぶ

享
保
九
（
一
七
二
四
）

春

噴

火

樽
前
山
噴
火

元
文
四
（
一
七
三
九
）

七
月
十
四
日

〜
二
十
六
日

噴

火

樽
前
山
噴
火
、
鳴
動
噴
火
降
灰
多
く
二
十
三

日
昼
夜
暗
黒
と
な
る

慶
応
三
（
一
八
六
七
）

噴

火

樽
前
山
噴
火

明
治
七
（
一
八
七
四
）

二
月
八
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

電
火
激
射
灰
砂
降
る
雨
の
ご

と
し
、
震
動
数
回
、
三
日
に
し
て
止
む

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）

一
月
四
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

明
治
四
十
二（
一
九
〇
九
）

四
月
十
二
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

山
麓
一
帯
に
地
震
、
降
灰
あ

り

大
正
六
（
一
九
一
七
）

四
月
三
十
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

三
時
五
分
噴
火
、
苫
小
牧
市

街
戸
障
子
震
動
、
焼
砂
降
る

大
正
七
（
一
九
一
八
）

六
月
十
三
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

七
時
三
十
分
噴
火
、
鳴
動
八

分
、
モ
ー
ラ
ッ
プ
地
区
に
降
灰

大
正
八
（
一
九
一
九
）

五
月
四
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

十
四
時
四
十
分
噴
火
、
噴
煙

の
高
さ
約
一
五
〇
〇
�
、
噴
火
約
十
五
分
継

続
、
錦
多
峰
・
白
老
方
面
降
灰
多
し

大
正
九
（
一
九
二
〇
）

七
月
二
十
二
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

二
十
四
時
噴
火
、
一
時
間
に

わ
た
り
火
煙
高
く
昇
り
、
鳴
動
・
降
灰
あ

り
、
白
老
村
近
草
木
灰
色
に
変
わ
る

大
正
十
（
一
九
二
一
）

七
月
六
日

融

雪

洪

水

被
害
激
甚
地
帯
一
己
・
滝
川
・
篠
津
・
千

歳
・
尻
別
各
町
村

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

四
月
二
十
四
・

二
十
五
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

三
時
二
十
分
噴
火
、
苫
小
牧

地
方
降
灰
多
し

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）

二
月
二
十
一
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

六
時
、
同
四
十
五
分
二
回
爆

発
、
明
治
四
十
二
年
以
来
の
大
噴
火
、
人
畜

に
死
傷
な
し

六
月
十
七
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

十
三
時
ご
ろ
爆
発
、
鳴
動
約

一
〇
分
、
札
幌
市
内
外
降
灰
あ
り

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）

六
月
二
十
一
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

十
一
時
十
五
分
爆
発
、
鳴
動

約
一
〇
分
、
支
笏
湖
・
千
歳
方
面
に
多
量
降

灰
あ
り

七
月
二
十
九
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

二
十
一
時
四
十
分
爆
発
、
鳴

動
約
二
〇
分
、
早
来
・
追
分
・
振
老
地
方
降

灰

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）

九
月
二
十
六
日

ひ
ょ
う

畑
作
物
（
農
地
一
四
〇
〇
�
）
脱
穀
し
た
と

同
様
に
な
る

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

十
月
十
九
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

四
時
三
十
分
ご
ろ
噴
火
、
降

灰
幌
別
付
近
一
五
〜
二
〇
�
に
達
し
、
札
幌

付
近
ま
で
飛
来
す

昭
和
八
（
一
九
三
三
）

十
二
月
一
日

噴

火

樽
前
山
噴
火

十
八
時
二
十
四
分
爆
発
、
噴

煙
一
〇
〇
〇
�
ま
で
の
ぼ
る

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）

七
月
〜
八
月

干
ば
つ

干
せ
上
っ
た
石
狩
川
、
千
歳
で
船
立
往
生

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）

六
月
十
五
日

ひ
ょ
う

千
歳－

畑
作
被
害
大

昭
和
二
十
五（
一
九
五
〇
）

八
月
二
十
七
〜

二
十
八
日

大

雨

千
歳
川
流
域

昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）

一
月
二
十
九
日

噴

火

樽
前
山
噴
火
、
勇
払
一
帯
灰
降
る
、
苫
小
牧

灰
量
一
平
方
�
に
五
グ
レ
ー
ン

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）

七
月
二
十
二
〜

二
十
三
日

大

雨

ケ
ヌ
フ
チ
・
マ
マ
チ
川
氾
濫

総
降
水
量
一

五
三
�
（
千
歳
）

昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）

四
月
二
十
三
日

大

雨

河
川
氾
濫
・
道
路
決
壊

九
月
五
〜
六
日

大

雨

美
笛
川
橋
梁
流
出
・
道
路
決
壊

昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）

七
月
二
十
四
〜

二
十
五
日

大

雨

水
害
（
下
釜
加
・
長
都
地
区
）

住
宅
浸
水

一
八
九
戸

昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）

五
月
二
十
四
日

強

風

農
作
物
被
害

昭
和
三
十
九（
一
九
六
四
）

六
月
三
〜
四
日

大

雨

水
害
（
釜
加
地
区
）

総
降
水
量
最
多
地
域

は
支
笏
湖
を
中
心
に
二
〇
〇
�
以
上

昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）

二
月
十
五
日

大

雪

降
雪
四
〇
�
（
美
笛
地
区
）

二
六
〇
世
帯

孤
立

九
月
十
日

大

雨

台
風
第
二
三
号

住
宅
浸
水
一
三
三
戸

農

業
被
害
三
一
一
�

死
者
二

総
降
水
量
一

〇
四
�
（
十
〜
十
一
日
千
歳
空
港
）
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昭
和
四
十
五（
一
九
七
〇
）

三
月
十
六
〜

二
十
日

暴
風
雪

道
々
洞
爺
支
笏
湖
線
全
線
不
通

苫
小
牧
営
林
署
員
行
方
不
明

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）

八
月
二
十
三
日

大

雨

台
風
第
六
号

ケ
ヌ
フ
チ
川
決
壊

昭
和
五
十
三（
一
九
七
八
）

六
月
一
日

強

風

支
笏
湖
で
釣
舟
転
覆
六
、
人
身
事
故
・
死
者

一
・
行
方
不
明
一

現
場
推
定
風
速
一
〇
〜

二
〇
�
毎
秒
、
波
高
一
〜
二
�

昭
和
五
十
六（
一
九
八
一
）

八
月
三
〜
六
日

大

雨

前
線
と
台
風
第
一
二
号

総
降
水
量
三
二
七

�
（
三
〜
六
日
千
歳
空
港
）

日
最
大
一
時

間
降
水
量
三
八
�
（
五
日

支
笏
湖
畔
）

八
月
十
四
〜

二
十
一
日

大

雨

台
風
第
一
五
号
と
前
線

農
業
破
壊
的
打
撃

昭
和
六
十
二（
一
九
八
七
）

八
月
二
十
六
日

大

雨

日
降
水
量
二
五
四
�（
二
十
六
日

千
歳
空
港
）

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）

八
月
四
日

最
高
気
温
三
三
・
一
度

千
歳
航
空
測
候
所

観
測
史
上
二
度
目

鉄
道
一
時
運
行
休
止

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）

二
月
十
二
日

支
笏
湖
結
氷

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）

二
月
一
日

雪

崩

国
道
４
５
３
号
（
支
笏
湖
畔
）

三
月
二
日

雪

崩

国
道
４
５
３
号
（
支
笏
湖
畔
）

九
月
十
一
〜

十
二
日

大

雨

強

風

台
風
第
一
五
号

床
下
浸
水
四
軒

東
中
学
校
、
東
小
学
校
臨
時
休
校

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）

十
月
一
〜
二
日

大

雨

強

風

台
風
第
二
一
号

支
笏
湖
や
恵
庭
岳
方
面
で

は
崖
崩
れ
や
落
石
の
恐
れ
の
た
め
、
国
道
が

通
行
止
め
と
な
っ
た
。
最
大
風
向
・
風
速

南
南
西
一
五
・
四
�
毎
秒
（
十
月
二
日
九
時

五
十
二
分

新
千
歳
空
港
）
最
大
瞬
間
風

向
・
風
速

南
二
三
・
一
�
毎
秒
（
十
月
二

日
八
時
四
十
五
分

新
千
歳
空
港
）

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）

九
月
十
四
日

強

風

台
風
第
一
四
号

十
四
日
四
時
五
分
頃
、
千

歳
市
美
笛
の
支
笏
湖
畔
に
あ
る
美
笛
キ
ャ
ン

プ
場
で
高
さ
約
二
七
�
、
直
径
約
九
〇
�
の

木（
ヤ
チ
ダ
モ
）が
倒
れ
て
キ
ャ
ン
プ
中
の
テ

ン
ト
を
直
撃
し
、
一
人
が
死
亡
、
二
人
が
軽

傷
を
負
っ
た
。
最
大
風
向
・
風
速
北
北
西
一

七
・
〇
�
毎
秒（
九
月
十
四
日
八
時
三
十
九
分

新
千
歳
空
港
）
最
大
瞬
間
風
向
・
風
速
北

北
西
二
二
・
六
�
毎
秒
（
九
月
十
四
日
八
時

三
十
三
分

新
千
歳
空
港
）

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）

二
月
二
十
三
日

大

雪

強

風

最
大
風
向
・
風
速
北
北
西
一
九
�
毎
秒
（
二

月
二
十
三
日

十
一
時
二
十
分

千
歳
〈
ア

メ
ダ
ス
〉）

八
月
二
十
一
日

ひ
ょ
う

（
あ
ら
れ
）

千
歳
市
新
川
東
丘
で
降
雹
と
突
風
に
よ
り
、

水
稲
一
六
�
、
大
豆
二
・
六
�
、
小
豆
一
五

�
、
と
う
も
ろ
こ
し
六
・
三
�
、
て
ん
菜
三

三
�
、
牧
草
六
五
�
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
四
五

�
の
合
計
一
八
二
・
九
�
の
作
物
が
被
害
を

受
け
た
。
そ
の
他
、
住
宅
前
の
木
が
六
本
突

風
で
住
宅
に
倒
れ
掛
か
っ
た
。

八
月
三
十
日

台
風
第
一
六
号

九
月
六
〜
八
日

強

風

台
風
第
一
八
号

小
中
学
校
全
校
臨
時
休

校
。
第
一
発
電
所
付
近
倒
木
で
車
両
四
〇
台

く
ら
い
立
ち
往
生
。
北
海
ホ
テ
ル
の
屋
根
が

飛
ん
だ
。
千
歳
市
朝
日
町
で
強
風
に
よ
る
家

屋
倒
壊
の
恐
れ
に
よ
り
一
世
帯
二
名
自
主
避

難
。
最
大
風
向
・
風
速
南
西
二
三
�
毎
秒

（
九
月
八
日
十
一
時
五
十
分
千
歳
〈
ア
メ
ダ

ス
〉）

九
月
十
三
日

大

雨

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）

三
月
二
十
日

雪

崩

千
歳
市
奥
潭
の
恵
庭
岳
の
北
側
斜
面
で
登
山

中
の
男
性
一
名
が
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
、
右

腕
骨
折
な
ど
の
重
傷
を
負
っ
た
。

八
月
二
十
二
日

大

雨

強

雨

千
歳
市
で
床
下
浸
水
一
件

九
月
七
〜
八
日

大

雨

強

風

台
風
第
十
四
号

伊
藤
温
泉
一
四
名
、
丸
駒

温
泉
一
五
一
名
が
孤
立
。
中
央
通
東
七
線
か

ら
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
ま
で
冠
水
。
最
大
風
向
・
風

速
南
東
一
六
�
毎
秒
（
九
月
七
日
十
九
時
五

十
分
千
歳
〈
ア
メ
ダ
ス
〉）。
最
大
日
降
水
量

二
三
七
�
（
九
月
七
日
支
笏
湖
畔
〈
ア
メ
ダ

ス
〉）。
最
大
一
時
間
降
水
量
三
六
�
（
九
月

七
日
十
八
時
四
十
分
ま
で

支
笏
湖
畔
〈
ア

メ
ダ
ス
〉）

十
一
月
二
十
九
日

雷

釜
加
地
区
落
雷
の
た
め
一
〇
〇
軒
停
電

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）

一
月
三
日

大

雪

（
東
千
歳
）

二
月
七
日

大

雪

（
東
千
歳
）
黒
沢
牧
場
牛
舎
二
棟
を
除
雪
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平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）

一
月
七
日

強

風

最
大
風
向
・
風
速
北
北
西
一
九
�
毎
秒
（
一

月
七
日
二
十
時
二
十
分

千
歳
〈
ア
メ
ダ

ス
〉）

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）

二
月
二
十
三

〜
二
十
四
日

大

雪

強

風

千
歳
市
で
は
、
猛
吹
雪
の
影
響
で
乗
用
車
な

ど
一
〇
〇
台
以
上
が
立
ち
往
生
し
た
。

千
歳
市
は
二
十
四
日
午
前
十
時
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
市
内
の
陸
上
自
衛
隊
第
七

師
団
に
災
害
派
遣
要
請
。
車
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
の
救
出
活
動
を
行
っ
た
。
長
時
間

車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
一
人
が
、
軽
い
凍
傷

で
病
院
に
運
ば
れ
た
。
最
大
風
向
・
風
速

北
二
〇
�
毎
秒
（
二
月
二
十
四
日
四
時
〇
分

千
歳
〈
ア
メ
ダ
ス
〉）。
支
笏
湖
北
岸
を
走
る

国
道
四
五
三
号
で
雪
崩
が
発
生
し
、
一
時
通

行
止
め
と
な
っ
た
。

五
月
二
十
日

強

風

大

雨

発
達
し
な
が
ら
北
上
し
た
低
気
圧
が
北
海
道

を
通
過
し
、
荒
れ
た
天
気
と
な
っ
た
。

新
千
歳
空
港
発
着
便
で
欠
航
八
便
。

国
道
４
５
３
号
（
札
幌
〜
支
笏
湖
）
で
、
が

け
崩
れ
を
警
戒
し
午
後
か
ら
通
行
止
め
。

十
二
月
十
一
日

降

雪

ま
た
は

積

雪

低
気
圧
が
北
海
道
の
南
岸
を
通
過
し
、
石
狩

地
方
で
は
十
一
日
昼
過
ぎ
か
ら
雪
と
な
っ

た
。

積
雪
に
よ
る
滑
走
路
の
除
雪
の
た
め
、
新
千

歳
空
港
発
着
便
の
う
ち
一
〇
便
が
欠
航
、
二

五
便
に
遅
れ
が
生
じ
た
。

十
二
月
二
十
五
〜

二
十
六
日

大

雪

強

風

着

氷

急
速
に
発
達
し
な
が
ら
北
海
道
付
近
を
通
過

し
た
低
気
圧
の
影
響
で
強
い
冬
型
の
気
圧
配

置
と
な
り
、
風
雪
が
強
ま
り
荒
れ
た
天
気
と

な
っ
た
。

新
千
歳
空
港
で
は
一
七
一
便
（
国
内
線
一
六

七
便
、
国
際
線
四
便
）、
丘
珠
空
港
で
三
二

便
が
欠
航
。

鉄
道
で
は
、
風
雪
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
凍
結
等

に
よ
り
札
幌
圏
を
中
心
に
千
歳
線
、
函
館

線
、
石
勝
線
な
ど
で
一
八
三
本
（
特
急
一
〇

本
、
普
通
一
七
三
本
）
が
運
休
、
他
に
最
大

で
二
時
間
程
度
の
遅
れ
が
出
た
。

高
速
道
路
は
、
道
央
道
、
札
樽
道
、
道
東
道

な
ど
で
通
行
止
め
（
全
道
で
は
一
時
五
路
線

七
区
間
が
通
行
止
め
）。

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）

十
二
月
三
十
〜

三
十
一
日

降

雪

ま
た
は

積

雪

低
気
圧
が
北
海
道
の
南
を
通
過
後
、
冬
型
の

気
圧
配
置
が
強
ま
り
、
荒
れ
た
天
気
と
な
っ

た
。

新
千
歳
空
港
で
、
除
雪
作
業
の
た
め
滑
走
路

を
交
互
に
閉
鎖
。
出
発
便
四
八
便
、
到
着
便

四
七
便
が
欠
航
し
た
。
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